―動物実験計画書の記入および提出における留意事項―
· 計画書等は「共立女子大学・短期大学動物実験実施手引き」を熟読のうえ作成する。
· 実験責任者は教職員（専任講師以上）とする。
· 動物の飼育場所は、実験動物舎（4号館）とする。
· 動物実験の期間は、開始から終了予定までを記載する。
· 動物実験取扱規程に基づく動物取扱教育訓練を行ったということと、その日付を
記載することとする。
· 注射等の処置を伴う動物実験実施の際には、動物実験責任者が付いて指導・管理のもとに行うこととする。
また、向精神薬等麻酔薬の購入についての記録を指定の帳簿（※1）に、使用についての記録を管理帳（※2）に記すこととする。
· 使用動物の種類を明記する。「系統」については、ラットではウィスター系、SD系など、また、マウスの場合はバックグラウンド（C57BL/6, BALB/cなどの系統名）を明記する。

· 使用動物の匹数は、実験に必要な最低限の数とすること。

· 動物実験終了後はすみやかに「動物実験終了報告書」を提出する。
（※1）帳簿：向精神薬購入記録簿
管財グループが向精神薬購入記録簿（様式2-1）に基づき記載・管理・保管する。
向精神薬等麻酔薬購入希望者（動物実験責任者）は向精神薬等麻酔薬管理登録者
（以下、管理者）に発注を依頼し、管理者から管財グループに発注を依頼する。
　　（※2）管理帳：麻酔薬等在庫管理帳

管理者は麻酔薬等在庫管理帳（様式2-2）に基づき管理・保管する。
（使用の記載は動物実験責任者が行う。）
【提出書類について】
〇　教員が提出する場合に必要になる書類
・別紙様式1-1　動物実験計画書　教員用（届出・承認）
・動物実験従事者がいる場合、履修者名簿を別途添付すること。
・授業・実験で使われる場合、詳細が書かれたシラバスを添付すること。
※シラバスがない場合、別紙様式1-3　動物実験計画理由書（届出・承認）を提出すること。
〇　学生（大学院生・卒論生）・助手が教員の指導のもと､動物実験計画書を提出する場合に必要になる書類
・別紙様式1-2　動物実験計画書　学生（大学院生・卒論生）・助手用（届出・承認）
・別紙様式1-3　動物実験計画理由書（届出・承認）
別紙様式1-1
動　物　実　験　計　画　書　　教員用　【届出・承認】
　　年　　月　　日提出

	動物実験責任者
	〔所属・職〕

〔氏　名〕　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　
	□届出番号：
□承認番号：
※事務局記載

	動物実験実施場所
	

	動物の飼育場所
	

	研　究　課　題
	

	動物実験の目的
	

	動物実験の期間（西暦）
	　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

	使　用　動　物
	動物種
	性別
	系統
	匹数
	入手先
	遺伝的保証
	微生物学的保証

	
	
	
	
	
	
	有・無


	有・無

	
	遺伝子導入動物
	有・無
	動物の繁殖
	有・無

	
	感染動物実験
	認めない
	使用する微生物
	認めない

	動物実験の方法
	

	当該動物種を
必要とする理由
	

	動物の苦痛軽減
・排除の方法
	1　麻酔薬等（　　　　）の投与　　　2　保定等（　　　　）

3　その他（　　　　）

	実験終了後の処置
	1　安楽死 

2　その他（　　　　）
	〔安楽死の場合〕
1　麻酔薬等（　　　　）の過剰投与

2　中枢の破壊（頚椎脱臼・断頭・
その他があれば記入）

3　その他（　　　　）

	動物実験従事者
	〔所属・職名等・氏名〕



	動物実験委員会
の意見
	


（202405改正）
別紙様式1-2

動　物　実　験　計　画　書　　学生（大学院生・卒論生）・助手用【届出・承認】
　　年　　月　　日提出

	動物実験責任者
	〔所属・職〕

〔氏　名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　
	□届出番号
□承認番号
※事務局記載

	動物実験実施者

	〔所属・学籍番号〕

〔氏　名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　印　
※動物実験実施者が複数いる場合、必ず全員の氏名を記入し捺印をすること。　　　　　　
	

	動物実験実施場所
	

	動物の飼育場所
	

	研　究　課　題
	

	動物実験の目的
	

	動物取扱教育訓練
終了日（西暦）
	年　　月　　日

	動物実験の期間（西暦）
	　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

	使　用　動　物
	動物種
	性別
	系統
	匹数
	入手先
	遺伝的保証
	微生物学的保証

	
	
	
	
	
	
	有・無


	有・無

	
	遺伝子導入動物
	有・無
	動物の繁殖
	有・無

	
	感染動物実験
	認めない
	使用する微生物
	認めない

	動物実験の方法
	

	当該動物種を
必要とする理由
	

	動物の苦痛軽減
・排除の方法
	1　麻酔薬等（　　　　）の投与　　　2　保定等（　　　　）

3　その他（　　　　）

	実験終了後の処置
	1　安楽死 

2　その他（　　　　）
	〔安楽死の場合〕
1　麻酔薬等（　　　　）の過剰投与

2　中枢の破壊（頚椎脱臼・断頭・
その他があれば記入）

3　その他（　　　　）

	動物実験従事者
	〔所属・職名等・氏名〕

	動物実験委員会
の意見
	


（202405改正）
別紙様式1-3
動　物　実　験　計　画　理　由　書　【届出・承認】
　年　　月　　日提出

	動物実験責任者


	〔所属・職〕

〔氏　名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


	動物実験実施者
	〔所属・学籍番号〕

〔氏　名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　
　　　　　　　　　　　　　　
※動物実験実施者が複数いる場合、必ず全員の氏名を記入し捺印をすること。　　

	動物実験の内容について



　　　　　　　※字数は1000字から2000字
（202405改正）
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